
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

－

－

「つながるNAGANO連絡協議

会（仮称）」の設置・運営

直接

・情報政策課と共同で、関係者による協議会を設置

し、公衆無線LAN等の整備に向けての情報共有、協

力体制の構築、連携した整備を促進

インバウンド受入地域拡大事

業

委託

・アドバイザリーの活用、情報ツールの作成等により、

新たにインバウドへ取組む地域や宿泊施設が増加し

た。

0 0

11,880 11,880

外国人宿泊者数

11,880

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

－

5 35 達成

達成46.5万人 41.4万人 94.7万人

事業番号 08 04 04 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 外国人旅行者受入環境整備事業費外国人旅行者受入環境整備事業費外国人旅行者受入環境整備事業費外国人旅行者受入環境整備事業費

担

当

課

部局 観光部

２　国内外からの誘客・交流の促進 実施期間 H26 ～ H27

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

全県で外国人の受入環境を整備するためには、県、市町村、観光協会(連盟）、民間観光事業者

が連携して取組む必要がある。

課・室 観光誘客課国際観光推進室

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

１－２　強みを活かした観光の振興

目指す姿

現状

（予算編成

時）

平成25年の訪日外客数は、前年比24％増加の10,363,904人で過去最高を記録。

長野県内の外国人延宿泊者数も、前年比44.8％増加の360,938人で過去最多。

平成26年に入っても、訪日ビザ緩和、円安、LCCの就航等の追い風により、タイ、マレーシアなどの東南アジアや中国、台湾などの東アジ

アからの訪日外国人旅行者が引続き大幅に増加している。（平成26年1～9月までのJNTO推計値でアジア市場は前年比26％増）

急増する訪日外国人旅行者に対応するため、外国人が快適に旅行できる公衆無線LAN環境等を集中的に整備促進するとともに、新たな

受入に積極的に取組む地域の拡大を図る。

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

外国人旅行者受入環境整備

補助事業

補助金

・整備計画に基づき、県内の民間宿泊施設または民間

交通事業者が、無線ＬＡＮ環境を整備した経費の一部

を補助

0 66,658 －

市町村が策定する外国人旅行者受入環境整備計画（以下、「整備計画」）の達成率100％

合計 11,880 78,538 －

0 0

－

27年度27年度27年度27年度 28年度

89,969

当初予算

補正予算 89,969

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

合計（A)

成果目標の達成状況

項目

事業達成率100％の

市町村

Aの

財源

89,969 101,849

概　算

人件費

1.50 1.50

0

0 78,538

0

0 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

宿泊施設等における当面必要な無線ＬＡＮの整備は、一応完了したとの認識。

今後は、国で新たに創設した外国人旅行者受入環境整備事業に係る補助事業等の活用を働きかけていきたい。

目標に対

する成果

の状況

当初、3年間で実施する計画だったところ、国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を活用して、一年間で

３年分の事業を実施できた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 12,387 90,952 0

12,387 12,414

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

89,969 101,849

0 0


